
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺

飯
沼

馨

へ
ソ
リ
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
(
H
e
n
r
y
F
i
e
-
d
i
n
g
I
-
ゴ
量
⊥
芯
)
の
諷
刺
小
説
『
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
は
、
い
ま
も
な

お
、
生
き
て
い
る
。
書
か
れ
て
か
ら
二
膏
年
あ
ま
り
た
っ
た
今
日
で
も
、
ま
だ
、
い
き
い
き
と
し
た
生
命
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
、

こ
の
、
す
ぐ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
、
私
は
し
ば
ら
く
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
前
に
、
私
と
し
て
は
、
こ
の
小
説
に
関

係
の
あ
る
、
い
く
つ
か
の
事
柄
を
、
す
こ
し
、
し
ら
べ
て
お
き
た
く
思
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
た
と
え
ば
、
こ
の
小
説
が
、
い
つ
書

か
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
(
計
ぷ
嘗
∴
ぎ
温
室
§
)
の
あ
と
に
出
た
『
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
が
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ

・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
の
出
版
以
前
に
書
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
後
に
書
か
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て

は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
の
解
明
が
、
そ
れ
ら
の
小
説
の
内
容
や
手
法
な
ど
と
か
か
わ
り
あ
い
を
持
っ
て

く
る
と
き
、
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
、
一
考
に
僻
す
る
問
題
と
な
る
。

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
七
四
二
年
の
二
月
二
十
二
日
に
『
ジ
宝
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
宕
…
隻
:
ざ
斗
さ
え
を
出
し

そ
れ
か
ら
一
年
あ
ま
り
た
っ
て
、
一
七
四
三
年
の
四
月
十
二
日
に
、
三
巻
か
ら
な
る
『
雑
録
集
』
(
き
き
へ
乳
訂
認
許
)
を
公
に
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
『
雑
録
集
』
の
第
三
巻
目
が
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
(
3
へ
ト
等
亀
等
.
旨
さ
累
計
昌
一
ヨ
詳
ご
単
三
p
貞
已
)

で
あ
っ
た
。
『
雑
録
集
』
は
「
予
約
」
の
形
で
出
版
さ
れ
た
、
か
、
四
一
年
か
ら
四
三
年
と
い
う
時
代
は
、
彼
自
身
の
痛
風
が
悪
化
し

『
ジ
m
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺



二

妻
が
病
気
に
か
か
り
、
六
つ
に
な
る
娘
が
病
死
し
、
そ
の
う
え
経
済
的
困
窮
が
深
ま
る
と
い
う
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
に
と
っ
て
、

ま
こ
と
に
不
運
つ
づ
き
の
時
代
で
あ
っ
て
、
こ
の
『
雑
録
集
』
が
金
銭
的
目
的
の
た
め
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
フ
ィ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
手
持
ち
の
古
い
書
き
も
の
に
手
を
加
え
、
こ
れ
に
、
い
く
つ
か
新
し
い
も
の
を
加
え
て
、
『
雑
録
集
』
を
予
約
出

版
す
る
計
画
を
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
出
版
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
出
版
は
、
自
分
や
家
族
の
病
気

な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、
の
び
の
び
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
四
二
年
の
六
月
に
、
彼
が
、
そ
れ
を
印
刷
す
る
計
画
を
公

に
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
は
出
版
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
、
妻

の
病
気
の
ぶ
り
返
し
な
ど
に
よ
っ
て
再
び
延
引
さ
れ
、
や
っ
と
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
四
三
年
四
月
に
出
版
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
現
在
、
一
般
に
読
ま
れ
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
普
通
口
に
す
る
『
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
一

七
五
四
年
に
改
訂
し
た
新
版
(
そ
の
時
、
窟
名
は
、
3
q
ト
等
亀
恕
T
.
b
き
畏
訂
5
.
等
已
軋
ト
訂
二
P
d
粗
か
ら
3
q
h
評
旨
さ
:
且

註
こ
ぶ
が
亀
言
訂
、
罫
∵
己
・
.
b
3
已
訂
3
一
S
に
旨
へ
G
l
a
、
と
あ
ら
た
め
ら
れ
た
)
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
、

『
雑
録
集
』
の
第
三
巻
を
占
め
て
い
た
諷
刺
小
説
は
、
い
つ
頃
執
筆
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ソ
・
ド
ブ
ス
ソ
(
A
u
s
t
i
n
D
O
訂
O
n
)
は
、
そ
の
著
『
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
』
(
誤
用
§
3
g
.
h
這
n
g
-
i
s
h
M
e
n
O
h

L
e
t
t
e
r
s
J
の
第
四
章
で
、
彼
の
推
測
を
、
い
さ
さ
か
漠
然
と
述
べ
て
い
る
。
ド
ブ
ス
ソ
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
三
九
年
十
一

①

月
か
ら
四
一
年
六
月
ま
で
編
集
し
て
い
た
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ソ
」
紙
(
3
q
9
白
遭
計
3
)
の
四
〇
年
三
月
四
日
号
で
、
彼
が
有
名
な

盗
賊
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
を
引
合
い
に
出
し
て
、
名
声
は
必
ず
し
も
美
徳
と
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
の

に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
説
が
実
際
に
い
つ
書
か
れ
た
か
は
疑
問
だ
が
、
こ
れ
の
最
初
の
萌
芽
が
か
か
る
発
言
と
関
係
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
小
説
の
執
筆
は
、
四
〇
年
三
月
以
後
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。
だ
が
、
一
方
、
『
ジ
。
ナ
サ
ソ

・
ワ
イ
ル
ド
』
の
「
第
二
巻
」
に
、
『
ジ
。
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
中
の
人
物
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ウ
ソ
ス
(
P
e
t
e
r
P
O
u
n
C
e
)
へ



秒
言
及
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
∴
」
れ
ほ
、
四
二
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
の
あ
と
で
書
か
れ

た
と
も
考
え
ら
れ
う
る
し
、
ま
た
、
「
第
一
巻
」
の
「
第
十
四
章
」
に
、
バ
ー
ス
(
B
a
t
h
)
に
関
す
る
直
喩
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
小
説
の
あ
る
部
分
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
些
一
年
夏
に
滞
在
し
て
い
た
こ
の
温
泉
地
で
書
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ

る
し
し
か
し
、
こ
れ
が
い
つ
完
成
さ
れ
た
に
せ
よ
、
こ
の
小
説
が
計
画
さ
れ
、
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド

ル
ー
ズ
』
出
版
以
前
だ
と
考
え
た
い
、
と
ド
ブ
ス
ソ
ほ
主
張
す
る
。
と
い
う
の
は
、
つ
ね
に
一
般
大
衆
の
好
み
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
い
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
『
ジ
宝
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
を
書
い
た
あ
と
で
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
よ
う

な
、
ま
っ
た
く
異
っ
た
、
新
し
い
系
統
の
物
語
を
書
く
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ド
ブ
ス
ソ
は
、
『
ジ
ヱ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
が
完
成
さ
れ
た
の
は
、
『
ジ
諺
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
以
後
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
ま
た
、
あ
る
部
分
が
四
二
年
以
後
に
書
か
れ
た
に
し
て
も
、
こ
の
作
品
を
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
出

版
以
前
の
作
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
ひ
き
つ
づ
き
議
論
の
ま
と
と
な
る
。
ク
ロ
ス
教
授
は
、
『
へ
ン
リ
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
伝
』
(
W
.
L
.
C
r
O
S
S
1
3
へ

迦
旨
さ
云
二
草
月
こ
群
§
最
の
「
第
一
巻
」
の
「
第
十
四
葦
」
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
反
対
す
る
。
教
授
は
、
た
い
て

い
の
批
評
家
が
、
『
ジ
三
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
書
か
れ
た
時
期
を
、
あ
と
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
部
分
は
別
と
し
て
、
早
く
に

置
き
、
あ
る
場
合
に
は
、
一
七
三
七
年
頃
、
お
そ
く
と
も
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ソ
」
紙
の
主
筆
を
し
て
い
た
頃

と
推
定
し
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
を
書
い
た
あ
と
で
、
他
の
タ
イ
プ
の
小
説
を
試
み
る
は
ず

が
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
の
に
異
義
を
と
な
え
る
。
ま
た
教
授
は
、
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ソ
」
紙
の
い
く
っ
か
の
政
治
的
論
文
と
『
ジ

。
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
と
の
、
あ
る
類
似
に
目
を
む
け
て
、
こ
の
小
説
の
執
筆
時
期
を
早
く
に
置
こ
う
と
す
る
傾
向
に
も
反
対
し

て
、
両
者
の
あ
い
だ
に
、
あ
る
類
似
が
あ
る
に
し
て
も
、
か
か
る
思
想
や
ス
タ
イ
ル
の
類
似
は
、
他
の
考
察
の
裏
打
ち
が
な
い
か
ぎ

『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
リ
イ
ル
ド
』
の
周
辺



四

り
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
書
か
れ
た
時
期
を
定
め
る
に
は
役
立
た
ぬ
、
と
す
る
。
そ
し
て
ク
ロ
ス
教
授
は
、
「
フ
ィ
ー

ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
『
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ
の
旅
』
(
へ
h
A
J
O
u
r
n
e
y
f
r
O
m
t
h
i
s
W
O
r
-
d
t
O
t
h
e
N
e
巴
∴
)
に
興
味
を
失
っ
て
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
(
W
a
-
p
O
-
e
㌢
が
敗
北
を
喫
し
た
直
後
、
一
七
四
二
年
の
春
に
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
に
着
手
し
た
こ
と

は
あ
り
そ
う
な
こ
と
だ
」
と
主
張
す
る
。
ク
ロ
ス
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
す
べ
て
の
人
が
ワ
イ
ル
ド
と
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
類
似

を
心
に
持
ち
、
新
聞
も
そ
れ
を
詳
述
し
て
い
た
。
『
雑
録
集
』
の
予
約
者
か
ら
先
払
い
を
受
け
て
い
た
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
そ

の
「
第
三
巻
」
を
み
た
す
仕
事
を
目
の
前
に
控
え
て
い
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
最
良
の
、
し
か
も
、
最
も
容
易
な

主
題
だ
っ
た
、
と
教
授
は
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
に
書
か
れ
た
証
査
と
し
て
、
作
中
に
、
ピ
ー
タ
ー
・
。
ハ
ウ
ノ
ス
や
バ
ー

ス
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
の
な
か
の
、
信
心
深
い
ト
ル
コ
人
に
つ
い
て
の
ア
ダ
ム
ズ

(
A
d
a
m
s
)
と
バ
ー
ナ
バ
ス
(
出
a
r
n
a
b
a
s
)
と
の
会
話
を
思
い
起
さ
せ
る
個
所
が
あ
る
こ
と
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ン
グ
が
作
中
で
、
奇
怪
な
現

象
に
つ
い
て
の
超
然
白
的
説
明
を
椰
輸
し
て
い
る
の
は
、
一
七
四
二
年
二
月
二
十
日
に
現
わ
れ
て
三
月
中
消
え
な
か
っ
た
彗
星
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
い
く
つ
か
の
政
治
的
あ
て
つ
け
の
う
ち
、
一
七
四
三
年
版
の
「
第
二
巻
・
第
十
四
章
」
に
で
て
い

た
れ
p
r
O
諾
r
b
"
L
h
D
e
b
a
u
c
h
i
n
g
a
M
e
m
b
e
r
O
f
t
h
e
H
O
u
S
e
O
f
C
O
m
m
O
n
S
f
r
O
m
h
i
s
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
-
p
n
d
c
r
e
a
t
i
n
g
h
i
m

a
p
e
e
r
∵
s
n
O
t
m
u
C
h
b
e
t
t
e
r
t
h
a
n
m
a
k
i
n
g
a
w
O
m
a
n
a
W
h
O
r
e
V
a
n
d
a
訂
r
w
a
r
d
s
m
a
r
r
y
i
n
g
h
e
r
、
「
は
、
パ
ル

ト
ニ
イ
(
W
i
E
a
m
P
u
-
t
e
n
e
y
)
と
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
と
そ
の
情
婦
を
諷
し
た
も
の
で
、
こ
の
あ
て
こ
す
り
ほ
、
あ
き
ら
か
に
、
一
七

四
二
年
の
夏
か
秋
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
教
授
は
指
摘
し
て
、
こ
れ
ら
に
注
目
す
れ
ば
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
い

つ
『
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
を
書
い
た
か
は
明
白
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
ロ
ス
教
授
は
こ
の
小
説
が
書
か
れ
た
時
期

を
は
っ
き
り
と
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
出
版
以
後
と
推
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ド
ブ
ス
ソ
の
『
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
伝
』
は
一
八
八
三
年
に
、
ク
ロ
ス
教
授
の
は
、
一
九
一
八
年
に
出
、
そ
れ
か
ら
四
十
年
あ
ま



り
経
て
、
ダ
ド
ソ
教
授
の
『
へ
ソ
リ
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
』
(
F
.
巳
F
m
e
s
D
u
d
d
e
n
‥
宗
薫
㌻
詳
§
重
言
詳
↑
寄
:
苦
さ

e
軋
‥
コ
溺
眉
-
器
N
)
が
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
七
〇
年
間
に
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
見
解
が
ど
の
よ
う
に
押
し
す
す

め
ら
れ
た
か
を
、
ダ
ド
ン
教
授
の
書
物
は
如
実
に
示
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
、
ド
ブ
ス
ソ
や
ク
ロ
ス
教
授
の
説
よ
り
も
さ
ら
に
深

い
分
析
の
う
え
に
立
ち
、
こ
の
問
題
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
疑
問
を
巧
妙
に
解
決
し
て
く
れ
る
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

教
授
は
「
第
一
巻
」
の
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
を
論
じ
て
い
る
個
所
で
、
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
構
造
を
分
析
し
、
こ
れ
が

二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
。
こ
の
二
つ
の
部
分
は
、
互
に
融
合
し
て
、
た
く
み
に
一
つ
の
全
体
を
構
成
し
て

い
る
が
、
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
(
a
)
「
ジ
。
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
の
生
涯
の
諷
刺
的
ス
ケ
ッ
チ
」
の
部
分
(
t
h
e
.
W
i
-
d

S
e
C
t
i
O
n
J
と
、
(
b
)
「
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
詐
取
に
関
連
す
る
一
連
の
事
件
の
説
明
」
の
部
分
(
t
h
e
h
W
i
】
d
・
H
e
a
r
t
f
r
e
e
s
e
c
t
i
O
n
J

に
分
た
れ
う
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
(
b
)
の
部
分
に
は
、
(
C
)
「
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
冒
険
物
語
」
(
t
h
e
n
a
r
r
a
t
i
く
e
O
h
M
r
s
.

〓
e
a
r
t
f
H
e
e
㌦
a
d
完
n
t
u
r
e
S
)
と
い
う
異
質
的
な
部
分
、
か
存
在
す
る
。
さ
ら
に
教
授
の
説
明
に
よ
る
と
一
～

右
の
う
ち
(
a
)
の
ー
w
i
-
d
s
e
c
t
i
O
n
"
ほ
、
擬
似
英
雄
体
(
m
O
C
k
・
h
e
邑
c
s
t
y
㌃
)
で
書
か
れ
た
ワ
イ
ル
ド
の
一
代
記
で
、
こ

の
部
分
は
、
は
っ
き
り
し
た
政
治
的
色
彩
を
有
し
、
こ
こ
で
最
も
直
接
的
で
激
烈
な
政
治
的
あ
て
つ
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ワ
イ
ル

ド
が
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
に
擬
さ
れ
て
い
る
の
も
主
と
し
て
こ
の
部
分
で
あ
る
。

(
b
)
の
h
w
i
】
d
・
H
e
a
r
t
㌢
e
e
s
e
c
t
i
O
n
V
は
、
ワ
イ
ル
ド
の
ハ
ー
ト
フ
リ
I
か
ら
の
詐
取
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
出
来
事
の
物
語

で
、
「
偉
大
な
」
ヮ
イ
ル
ド
と
、
「
善
良
な
」
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
の
葛
藤
を
通
し
て
、
「
偉
大
さ
」
と
「
善
良
さ
」
の
衝
突
が
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
示
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
善
良
な
人
間
に
対
す
る
心
か
ら
の
共
感
と
、
悪
党
に
対
す
る
心
か
ら
の
嫌
悪
が
見
て

と
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
は
『
ジ
。
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
や
『
ト
ム
・
ジ
コ
ウ
ン
ズ
』
(
3
3
.
才
莞
A
と
の
類
似

(
た
と
え
ば
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
と
ア
ダ
ム
ズ
と
の
性
格
や
信
念
の
類
似
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
の
家
族
の
も
の
へ
の
愛
情
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
W
i
-
∽
O
n
)
の
そ

『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺

五



六

れ
と
の
共
通
性
、
ま
た
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
と
ワ
イ
ル
ド
の
対
照
は
、
ト
ム
と
プ
ラ
イ
フ
ィ
ル
(
B
-
i
巴
)
の
対
照
を
思
わ
せ
、
両
方
の
作
品
で
、
最
後
に
は

着
良
さ
が
勝
利
を
し
め
、
悪
徳
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
)
が
目
立
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
小
説
は
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・

ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
と
『
ト
ム
・
ジ
ョ
ウ
ソ
ズ
』
の
間
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
く
な
る
部
分
で
あ
り
、
h
w
i
-
d

s
e
c
t
i
O
n
-
よ
り
も
気
軽
に
、
あ
ら
た
に
書
か
れ
た
よ
う
に
思
え
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
一
七
五
四
年
版
で
、

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
こ
の
部
分
に
よ
り
多
く
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ

ィ
ソ
グ
に
よ
っ
て
、
異
っ
た
気
分
と
態
度
で
書
か
れ
、
適
当
な
間
隔
を
お
い
て
ワ
イ
ル
ド
の
伝
記
中
に
巧
妙
に
さ
し
込
ま
れ
た
、
一

連
の
出
来
事
の
物
語
で
あ
る
。

ダ
ド
ソ
教
授
に
云
わ
せ
る
と
、
こ
の
物
語
が
上
記
の
よ
う
な
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
書
物
が
、
い
つ

頃
書
か
れ
た
か
を
推
定
す
る
場
合
に
、
心
に
と
ど
め
て
お
か
ね
は
な
ら
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ダ
ド
ソ
教
授
は
、
こ
の
.
W
i
E
・
H
e
a
r
t
f
r
e
e
s
e
c
t
i
O
ロ
、
の
な
か
に
、
そ
れ
の
他
の
部
分
と
も
、
ま
た
、
.
W
i
-
d

s
e
c
t
i
O
n
、
と
も
輝
を
異
に
す
る
物
語
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
教
授
の
云
う
こ
の
異
質
的
な
物
語
が
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
が

ワ
イ
ル
ド
の
魔
手
か
ら
脱
れ
た
あ
と
の
冒
険
の
物
語
で
あ
る
こ
と
は
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
を
一
読
し
た
も
の
に
は
明
白

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
冒
険
談
は
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
を
書
い
た
あ
と
で
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
か
か

る
物
語
を
果
し
て
書
く
だ
ろ
う
か
と
人
々
に
疑
い
を
抱
か
せ
る
部
分
で
あ
る
か
ら
。
当
時
、
途
方
も
な
い
、
奇
怪
な
冒
険
談
や
、
貞

淑
な
婦
人
が
男
た
ち
の
誘
惑
を
斥
け
る
誇
張
さ
れ
た
ロ
マ
ン
ス
が
流
行
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
た
し
か
に
、
こ
の
物
語
は
、
フ

ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
自
身
が
「
序
文
」
の
な
か
で
ち
ょ
っ
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
か
る
物
語
に
対
す
る
パ
ロ
デ
ィ
や
バ
ー

レ
ス
ク
の
意
図
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
ー
尤
も
、
一
七
五
四
年
版
で
は
、
こ
の
冒
険
談
の
部
分
は
、
巨
大

な
怪
物
な
ど
の
見
聞
記
と
も
云
う
べ
き
二
早
が
省
喝
さ
れ
て
、
四
つ
の
葦
に
庸
少
さ
れ
、
以
前
よ
り
ほ
れ
p
r
O
b
昔
】
i
t
㍗
"
の
瀬
に
流



う
よ
う
に
さ
れ
は
し
た
が
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
部
分
は
、
教
授
の
云
う
よ
う
に
、
他
と
は
全
く
異
っ
た
種
類
の
物
語
と
な
っ
て

い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
部
分
の
特
徴
を
、
ダ
ド
ン
教
授
は
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
部
分
で
は
新
し
い
場
面
と
人
物
が
導
入
さ
れ
、
単

純
素
朴
で
家
庭
的
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
バ
ー
ー
P
フ
リ
ー
夫
人
、
か
、
急
に
賢
明
で
機
略
縦
横
な
婦
人
と
し
て
現
わ
れ
る
。
か

か
る
喰
い
遣
い
と
共
に
、
こ
の
部
分
は
、
こ
の
書
物
の
均
衡
を
破
り
、
そ
の
均
斉
を
そ
こ
ね
る
。
こ
の
部
分
は
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫

人
が
、
夫
の
財
産
を
復
活
さ
せ
る
手
段
と
な
る
宝
石
煩
を
た
ず
さ
え
て
、
ニ
ュ
ー
ゲ
イ
ー
L
監
獄
に
突
然
姿
を
あ
ら
わ
し
た
こ
と
を
説

明
す
る
の
に
必
要
だ
が
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
ほ
ど
の
作
家
な
ら
、
も
っ
と
簡
単
で
短
い
説
明
を
工
夫
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
部
分
が
挿
入
さ
れ
た
個
所
は
、
物
語
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
せ
ん
と
し
、
読
者
が
結
末
を
き
き
た
く
て
う
ず
う
ず
し
て

い
る
と
き
で
、
長
た
ら
し
い
脱
線
が
最
も
不
適
切
な
時
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
適
切
で
も
な
く
、
面
白
く
も
な
い
冗
長
な
冒

険
談
が
は
さ
み
込
ま
れ
る
。
こ
れ
以
上
時
機
を
え
ぬ
脱
線
は
考
え
ら
れ
な
い
。
-
こ
う
ダ
ド
ソ
教
授
は
考
え
て
、
か
か
る
理
由
に

も
と
づ
い
て
、
こ
の
物
語
は
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
短
い
別
の
物
語
で
あ
っ

た
も
の
を
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
ニ
ュ
ー
ゲ
イ
ト
監
獄
到
着
を
説
明
す
る
た
め
に
、
必
要
な
個
所
に
手

を
加
え
て
主
物
語
に
は
め
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
定
す
る
。

私
が
い
ま
ま
で
、
こ
の
小
説
の
構
造
に
つ
い
て
の
ダ
ド
ソ
教
授
の
分
析
を
、
い
さ
さ
か
詳
細
に
記
し
て
き
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
考

え
方
が
、
き
わ
め
て
明
快
で
充
分
首
肯
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
が
、
物
語
の
構
造
に
つ
い
て
の
か
か
る
分
析
の
あ
と
で
、
教

授
は
、
こ
の
小
説
の
書
か
れ
た
時
期
に
推
測
を
下
そ
う
と
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
物
語
の
諸
所
に
記
さ
れ
た
執

筆
時
期
に
関
係
の
あ
る
事
柄
だ
け
を
拾
い
集
め
て
推
量
す
る
の
と
ち
が
っ
て
、
そ
れ
が
物
語
の
手
法
に
つ
い
て
の
内
面
的
考
察
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
点
で
、
推
定
方
法
の
深
ま
り
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
一
層
興
味
あ
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺

七



＼
、

た
し
か
に
、
ド
ブ
ス
ソ
や
ク
ロ
ス
や
ダ
ド
ソ
教
授
、
か
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
て
い
る
証
拠
や
根
拠
を
考
え
て
み
る
と
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ワ
イ
ル
ド
』
が
、
一
七
四
二
年
二
月
出
版
の
『
ジ
。
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
(
こ
れ
の
執
筆
時
期
は
、
一
七
四
一
年
秋
か
ら
冬
へ
か
け

て
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
)
よ
り
も
先
に
書
か
れ
た
と
も
、
ま
た
、
そ
の
出
版
以
後
に
書
か
れ
た
と
も
思
え
る
ふ
L
が
あ
る
。

『
ジ
コ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
出
版
以
前
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
根
拠
と
し
て
は
-
こ
の
作
中
で
フ
ィ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
が
ヮ
イ
ル
ド
を
扱
い
な
が
ら
、
た
え
ず
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
を
横
目
で
に
ら
ん
で
い
る
、
そ
の
対
比
の
入
念
さ
、
鋭
さ
ほ
、

一
七
三
七
年
に
こ
の
宰
相
が
制
定
し
た
「
演
劇
取
締
法
案
」
の
一
撃
に
、
い
ま
だ
腹
を
据
え
か
ね
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、

私
怨
と
公
憤
か
ら
、
他
の
反
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
派
の
連
中
と
相
呼
応
し
て
、
四
二
年
二
月
は
じ
め
ま
で
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
た
ウ
ォ
ル

ポ
ー
ル
を
諷
刺
し
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
四
一
年
六
月
ま
で
編
集
者
で
あ
っ
た
「
チ
ャ
ム
ピ

オ
ン
」
紙
の
政
治
的
論
文
と
、
こ
の
小
説
の
政
治
的
部
分
の
間
に
多
く
の
符
合
点
が
あ
る
こ
と
、
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』

で
成
功
を
収
め
た
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
異
っ
た
タ
イ
プ
の
物
語
を
危
険
を
お
か
し
て
試
み
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
そ
う

に
な
い
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
か
か
る
点
に
重
き
を
置
け
ば
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
は
、

『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
出
版
以
前
に
書
か
れ
、
こ
れ
を
一
七
四
二
-
三
年
に
手
を
加
え
て
、
他
の
初
期
の
書
き
も
の
と

共
に
、
『
雑
録
集
』
の
形
で
出
版
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
一
方
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
に
は
、
あ
き
ら
か
に
、
四
二
年
以
後
に
か
か
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
種
々
の
証
拠

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
小
説
に
は
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
に
金
を
融
通
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
連
中
の
な
か
に
、
ピ
ー
タ
ー
・
パ

ウ
ソ
ス
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
(
第
二
巻
第
七
章
)
こ
と
、
一
七
四
二
年
春
に
、
最
後
的
な
形
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
こ
の
世

か
ら
あ
の
世
へ
の
旅
』
の
「
第
一
巻
第
六
章
」
を
思
わ
せ
る
言
及
-
人
間
は
自
然
に
よ
っ
て
あ
る
特
殊
な
役
を
振
当
て
ら
れ
て
、

こ
の
世
に
生
れ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
言
及
I
が
、
こ
の
小
説
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
(
第
二
巻
第
十
二
章
)
こ
と
、
ま
た
、
有
名



な
ニ
ュ
ー
ゲ
イ
ト
監
獄
内
で
の
勢
力
争
い
の
部
分
(
第
四
巻
第
三
章
)
で
、
こ
の
場
合
ロ
ウ
ジ
ャ
・
ジ
。
ソ
ソ
ソ
は
ウ
ォ
ポ
ー
ル
で
あ

り
、
ジ
ョ
ソ
ソ
ソ
に
と
っ
て
代
る
ワ
イ
ル
ド
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
失
墜
後
彼
に
と
っ
て
代
っ
て
大
蔵
大
臣
と
な
っ
た
ウ
ィ
ル
ミ
ン

ト
ソ
(
W
i
F
i
n
g
t
O
n
)
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
四
二
年
二
月
以
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
わ
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
ま
た
、

㊥

ク
ロ
ス
教
授
の
意
見
の
所
で
す
で
に
ふ
れ
た
一
七
四
三
年
版
第
二
巻
第
十
三
章
の
「
最
近
あ
ら
わ
れ
た
幾
多
の
不
思
議
な
現
象
」
と

が
、
四
二
年
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
へ
か
け
て
現
わ
れ
た
彗
星
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
れ
以
後
に
書
か
れ
た
も
の
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
同
じ
く
、
す
で
に
記
し
た
一
七
四
三
年
版
第
二
巻
第
十
二
葦
の
竜
r
O
b
e
r
く
V
曇
I
が
、
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
に

対
す
る
反
対
派
を
据
導
し
た
の
ち
貴
族
の
位
を
え
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ル
ト
ニ
イ
へ
の
皮
肉
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
彼
が
バ
ー
ス
伯
爵

(
E
a
ユ
O
h
B
a
t
h
)
と
な
っ
た
一
七
四
二
年
七
月
十
三
日
以
後
に
書
か
れ
た
に
ち
が
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
バ
ー
ス
へ
の
直
喩
(
第

一
巻
第
十
四
章
)
の
存
在
は
、
こ
の
部
分
が
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
一
七
四
二
年
夏
に
滞
在
し
て
い
た
バ
ー
ス
で
書
か
れ
た
と
思

え
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
物
語
は
一
七
四
二
年
以
後
、
つ
ま
り
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』

出
版
以
後
に
書
か
れ
た
と
い
う
印
象
が
、
た
し
か
に
、
濃
厚
と
な
る
。

さ
き
に
『
ジ
ョ
ナ
サ
ソ
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
構
造
を
、
ワ
イ
ル
ド
の
伝
記
的
部
分
(
h
W
i
E
s
e
c
t
i
O
n
J
と
、
ワ
イ
ル
ド
と
ハ
ー
ト

フ
リ
ー
の
蔦
藤
を
記
し
た
部
分
(
h
W
i
-
d
・
H
e
a
r
t
訂
e
e
s
e
c
t
i
O
n
J
と
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
冒
険
談
の
部
分
(
ト
M
r
s
.
H
e
a
r
t
・

㌢
e
e
㌦
t
r
a
く
e
r
a
r
r
a
t
i
詔
V
s
e
c
t
i
O
n
)
と
の
三
つ
に
分
け
た
ダ
ド
ソ
教
授
は
、
こ
の
小
説
、
か
書
か
れ
た
時
期
に
関
す
る
上
記
の
よ

う
な
疑
問
を
前
に
し
て
、
ど
う
い
う
解
決
を
下
そ
ぅ
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ダ
ド
ン
教
授
は
、
こ
の
物
語
の
、
こ
れ
ら
各
部
分
は
異
っ
た
時
期
に
書
か
れ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
教
授
の
意
見
を
要
約
す
る

と
、㈲

ヮ
イ
ル
ド
・
セ
ク
シ
ョ
ソ
は
、
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
が
内
閣
を
組
織
し
て
い
た
時
、
つ
ま
り
、
一
七
四
〇
年
頃
に
書
か
れ
、
こ
れ

『
ジ
m
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺

九



一
〇

を
、
ひ
ま
な
と
き
に
手
を
加
え
て
推
敲
完
成
す
る
つ
も
り
で
、
あ
わ
て
て
出
版
せ
ず
、
手
元
に
置
い
て
お
い
た
。

㈲
こ
の
仕
事
は
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
。
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
を

終
え
る
と
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
は
『
雑
録
集
』
の
準
備
に
か
か
り
、
そ
の
三
巻
を
、
手
元
に
あ
る
、
未
出
版
の
原
稿
で
埋
め
よ
う

と
決
心
し
た
。
そ
の
な
か
に
、
『
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ
の
旅
』
の
草
稿
や
、
上
記
の
ワ
イ
ル
ド
・
セ
ク
シ
ョ
ソ
の
ス
ケ
ッ
チ
が
含

ま
れ
て
い
た
。

何
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
ウ
オ
ル
ポ
!
ル
の
失
墜
に
よ
る
政
治
的
情
況
の
変
化
と
、
自
分
の
得
手
が
、
こ
れ
と
は
異
っ
た
ス
タ
イ

ル
の
物
語
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
た
め
に
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
こ
の
草
稿
に
手
を
加
え
て
そ
の
内
容
を

新
し
い
政
治
情
勢
に
適
合
さ
せ
る
と
同
時
に
、
つ
ま
り
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
へ
の
攻
撃
を
や
わ
ら
げ
た
り
権
力
を
担
っ
た
ウ
ィ
ル
ミ
ソ

ト
ン
へ
の
諷
刺
を
加
え
た
り
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
全
く
新
し
い
一
連
の
非
政
治
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
(
ワ
イ
ル
ド
ー
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
・
セ

ク
シ
ョ
ン
)
を
つ
け
た
し
た
。

㈱
ヮ
イ
ル
ド
ー
バ
ー
ト
フ
リ
ー
・
セ
ク
ツ
琵
ソ
は
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
天
人
の
冒
険
旅
行
談
の
部
分
を
除
い
て
、
こ
の
と
き
に
は

じ
め
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
「
偉
大
さ
」
の
研
究
を
拡
大
し
て
、
「
偉
大
さ
」
と
「
善
良
さ
」

の
劇
的
衝
突
の
物
語
を
展
開
さ
せ
た
。
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
新
ら
た
に
書
か
れ
た
ワ
イ
ル
ド
と
ハ
ー
ト
フ
リ
ー

に
か
ら
ま
る
数
章
を
挿
入
し
て
、
ワ
イ
ル
ド
・
セ
ク
シ
。
ソ
の
旧
稿
を
拡
大
し
、
新
旧
の
材
料
を
巧
み
に
調
合
し
て
、
一
つ
の
首
尾

二
貫
し
た
全
体
に
ま
と
め
あ
げ
た
時
期
は
、
疑
い
も
な
く
、
一
七
四
二
年
後
半
と
、
た
ぶ
ん
一
七
四
三
年
の
は
じ
め
の
数
週
間
の
あ

い
だ
だ
っ
た
。

伺
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
冒
険
の
物
語
は
、
た
ぶ
ん
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
学
様
式
に
お
け
る
実
験
を

試
み
た
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ソ
」
紙
時
代
に
書
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
最
初
の
形
で
書
か
れ
た
の
は
、
一
七
四
〇
年
頃
で
あ
ろ
う
。



だ
が
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
は
、
こ
れ
を
公
に
せ
ず
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
そ
し
て
一
七
四
二
年
に
な
っ
て
、
ワ
イ
ル
ド
に
つ
い
て

の
最
初
の
ス
ケ
ッ
チ
に
、
新
し
い
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
に
関
す
る
物
語
を
織
り
ま
ぜ
る
と
き
に
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
は
こ
れ
を
利
用
し

よ
う
と
し
て
、
目
的
に
か
な
う
よ
う
に
手
を
加
え
、
物
語
中
に
編
入
し
た
。

右
の
よ
う
に
、
ダ
ド
ソ
教
授
は
、
ワ
イ
ル
ド
・
セ
ク
シ
ョ
ソ
の
草
稿
と
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
冒
険
談
の
部
分
の
草
稿
は
、
一

七
四
〇
年
頃
に
、
ワ
イ
ル
ド
ー
ハ
!
ト
フ
リ
ー
・
セ
ク
シ
ョ
ソ
ほ
、
一
七
四
二
年
に
書
か
れ
、
古
い
材
料
の
修
正
と
変
更
、
新
し
い

材
料
の
執
筆
と
挿
入
、
全
体
の
最
後
的
な
仕
上
げ
た
推
敲
彫
疎
は
、
一
七
四
二
年
の
後
半
と
一
七
四
三
年
の
は
じ
め
数
週
間
に
完
成

さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
仕
事
は
、
全
物
語
が
、
い
っ
と
き
に
書
か
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
当
え
る
ほ
ど
全
く
賞

讃
の
す
べ
き
巧
妙
さ
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ダ
ド
ソ
教
授
の
推
理
は
、
き
わ
め
て
見
事
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
授
の
意
見
は
「
コ
ロ
ソ
ブ
ス
の
卵
」
の
ご
と
き
性

質
を
持
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ
れ
た
緻
密
な
洞
察
を
含
み
、
た
し
か
に
理
に
か
な
っ
て
い
て
、
す
く
な
く
と
も
私
を
納
得
さ
せ
る
に
た

り
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
ド
ブ
ス
ソ
や
ク
ロ
ス
教
授
の
意
見
の
不
備
が
埋
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
に
公
私
の
立
場
か
ら
敵
対
す
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
、
一
七
四
〇
年
頃
に
、
反
ウ
ォ
ー
ル
ポ
ー
ル
熟
の
た
か
ま

っ
た
社
会
的
雰
囲
気
の
な
か
で
、
そ
の
文
才
に
物
を
云
わ
せ
て
、
ワ
イ
ル
ド
に
託
し
て
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
の
諷
刺
を
行
っ
た
と
い
う
こ

と
は
充
分
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
ー
ズ
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
、
ノ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
新
し

い
物
語
ジ
ャ
ン
ル
の
鉱
脈
を
掘
り
あ
て
た
と
襟
信
す
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
あ
ら
た
に
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
一
家
を
登
場
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
の
抱
く
思
想
を
、
す
で
に
コ
ツ
を
会
得
し
た
小
説
の
形
で
、
よ
り
深
化
拡
大
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
も
き
わ
め
て
妥

当
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ダ
ド
ソ
教
授
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
質
的
な
、
ハ
ー
ト
フ
リ
ー
夫
人
の
冒
険
談

の
謎
も
容
易
に
解
け
る
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
、
外
見
上
、
理
屈
上
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
云
う
蓋
然
性
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る

『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
周
辺



一
二

よ
う
に
は
見
え
る
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
!
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
現
代
的
リ
ア
リ
ズ
ム
ほ
ど
困
苦
し
い
も
の
で
は
な
い
が
1
-
を
追

求
す
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
に
し
て
ほ
、
そ
れ
も
、
『
ジ
ゴ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ソ
ド
ル
上
ズ
』
で
、
す
で
に
古
い
形
の
架
空
的
な
物
へ
の

蔑
視
を
表
明
し
自
己
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
み
せ
た
あ
と
の
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
な
ら
ば
、
お
よ
そ
書
き
そ
う
も
な
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
非
現
実
性
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
、
一
七
四

〇
年
頃
に
、
当
時
の
奇
怪
な
冒
険
物
語
や
、
貞
淑
さ
を
誇
張
し
た
ロ
マ
ン
ス
の
パ
ロ
デ
ィ
、
バ
ー
レ
ス
ク
と
し
て
書
い
た
も
の
を
、

『
ジ
‡
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
の
な
か
に
、
に
わ
か
に
手
を
加
え
て
利
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
当
を
得
て
い
る
と
云
え

よ
う
。
ま
た
、
一
七
四
〇
年
頃
に
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
、
ワ
イ
ル
ド
に
か
こ
つ
け
た
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
へ
の
諷
刺
や
、
ハ
ー
ト
フ
リ

ー
夫
人
の
冒
険
談
の
ご
と
き
も
の
を
書
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
彼
が
、
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ン
」
紙
時
代
に
色
々
の
物
語
ジ
ャ
ン
ル
に

手
を
染
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
充
分
に
想
像
し
う
る
。
た
し
か
に
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ン
」
紙
時
代
は
、
彼
の
劇
作
と
小
説
を
つ
な
ぐ
環

を
な
し
て
お
り
、
劇
作
家
で
あ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
、
や
が
て
小
説
家
と
し
て
世
に
出
る
た
め
の
修
業
時
代
、
徒
弟
時
代
と

も
云
え
る
時
期
で
あ
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
は
こ
の
時
代
に
、
そ
れ
を
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
散
文
技
術
を
み
が

き
、
種
々
の
物
語
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
模
索
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
チ
ャ
ム
ピ
オ
ン
」
紙
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
類
は
別
と
し
て
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
ス
ケ
ッ
チ
や
、
「
ケ
ア
ロ
ソ
の
舟
」
(
Q
F
⊇
乾
的
訂
豆
√
監
M
p
y
-
苫
○
)
、
「
詩
神
の
岡
」
(
罫
こ
謹
言
†
疑
こ
き
迂
-

G
D
e
c
.
-
試
買
「
富
の
宮
殿
」
(
註
㌻
評
F
べ
亀
一
票
S
P
的
可
a
ロ
d
N
ゆ
D
e
c
.
-
㌶
豊
な
ど
と
し
て
知
ら
れ
た
幻
想
物
語
や
寓
話

が
の
せ
ら
れ
た
し
、
ま
た
同
紙
の
数
号
に
わ
た
っ
て
「
ジ
。
ブ
・
ヴ
ィ
ネ
ガ
氏
の
船
旅
」
(
一
斉
義
笥
:
蝿
巨
P
L
g
一
軒
鵡
§
)
の

よ
う
な
ス
ウ
ィ
フ
ト
流
の
架
空
的
航
海
記
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
七
四
一
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
四
二
年
六
月
二
十
六
日
ま
で

の
間
に
は
、
『
雑
録
集
』
の
第
二
巻
目
の
大
部
分
を
し
め
る
幻
想
的
な
寓
話
『
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ
の
旅
』
の
草
稿
が
書
か
れ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
四
一
年
十
二
月
に
、
『
反
対
派
』
(
∃
訂
〔
ざ
ぎ
注
ぎ
芯
:
絶
島
卦
鼠
な
る
諷
刺
的
な
幻
恕



物
語
を
出
版
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
見
れ
ば
、
こ
の
時
代
に
彼
が
、
ワ
イ
ル
ド
の
形
象
を
用
い
た
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
へ
の
諷
刺

や
、
冒
険
物
語
な
ど
の
。
パ
ロ
デ
ィ
を
書
い
た
と
考
る
こ
と
は
、
確
た
る
証
拠
が
な
く
て
も
充
分
想
像
し
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ダ
ド
ン
教
授
の
、
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
が
書
か
れ
た
時
期
に
関
す
る
考
察
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て

鮮
や
か
な
光
を
な
げ
た
と
云
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
、
こ
の
小
説
の
構
造
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
分
析
と
洞
察
を
ふ
ん

ま
え
て
主
張
さ
れ
て
い
る
点
で
、
き
わ
め
て
示
唆
深
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
未
完
)

私
は
、
こ
の
あ
と
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
と
の
的
係
、
彼
の
「
偉
大
さ
」
と
「
善
眉
さ
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
さ
ぐ
つ

て
見
た
の
で
あ
る
が
、
原
稿
の
整
備
が
締
切
日
ま
で
に
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
は
次
号
に
ゆ
ず
っ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
不

手
際
に
つ
い
て
御
諒
承
を
え
た
い
。

註
O
。
T
h
e
W
O
r
】
d
s
"
C
】
宏
S
i
c
㌔
二
才
.
山
加
N
b
莞
温
聖
二
S
武
は
、
一
七
四
三
年
版
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
。
A
p
p
e
已
i
隻
に
、
四
三
年

版
と
五
四
年
版
の
相
違
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

㊥
L
e
s
-
i
e
S
t
e
p
h
e
n
(
e
d
一
)
‥
T
h
e
W
O
嘉
s
O
f
H
e
n
r
y
『
i
e
E
i
n
g
I
g
-
.
く
に
再
録
。

③
一
七
五
四
年
版
で
は
第
二
着
第
十
二
草
。
ク
ロ
ス
教
授
や
ダ
ド
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
四
三
年
版
で
H
a
t
e
H
y
a
p
p
e
a
r
e
d
と
な
っ
て
い
た
の

が
、
五
四
年
版
で
は
訂
r
m
e
r
-
y
a
p
p
e
a
完
d
と
訂
i
E
さ
れ
た
と
い
う
。
(
。
T
h
e
W
O
r
】
d
s
"
C
㌻
盈
訂
。
の
し
ざ
ぎ
単
P
§
一
芸
屯
(
一
九
五
一

年
版
)
は
、
f
O
r
m
e
r
-
y
a
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